
8

医薬事業に次ぐ将来を担う新規事業の１つであるジェ
ネリック（後発）医薬品事業は、キョーリン リメディオ

（株）を軸に事業展開しています。
国内の医療用医薬品市場における後発医薬品の成長

余地は大きく、今後は社会的にも重要性が増すものと考
えられます。特にDPC病院や調剤薬局での後発医薬品
の普及により市場は拡大傾向にあります。キョーリン リ
メディオ（株）はこの機会を捉えるべく営業力の強化、売
上原価率の低減、品揃えの充実に取り組んでいます。

営業力の強化に向けた取り組みとしては、MR70名
体制を構築し、卸店販売ルートによる売上拡大を目指し
ます。また、日清キョーリン製薬（株）の後発医薬品の販

売移管により取引件数の拡大を図り、当社製品の普及を
行っています。さらに調剤薬局での販売を強化していき
ます。

売上原価率の低減に向けた取り組みは、杏林製薬
（株）の主要製品の受託生産を開始し、他社からの受託
製造を拡大していきます。また、主要製品・追補品の売
上拡大により稼働率を向上させるとともにコストを圧縮
することで売上原価率を低減させていきます。

品揃えの充実に向けた取り組みとしては、杏林製薬
（株）との協働や他社との共同開発により、10品目以上/
年の追補品上市を実現し、売上高の増加を図ってまいり
ます。

医薬事業に次ぐ将来を担う新規事業の構築：
キョーリン リメディオの育成・強化
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キョーリン リメディオ　2008年度の状況と2009年度の取り組み
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●営業利益（損失）　／当期純利益（損失）

2008年度概況（前年度との比較）

課題への対応

●売上高 日清キョーリン製薬からの承継品による増加
　  既存の主要製品及び追補品による増加
●営業利益 薬価改定及び価格競争激化による原価率は上昇するも、下期は原価率低減に取り組み黒字化

年度での黒字化達成を目指す
販売価格の適正化／売上原価率の低減／新たな追補品の売上増
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事業概況

ジェネリック（後発）医薬品事業

※決算期を1月31日から3月31日へ変更予定（2009年度は14ヶ月が対象期間）




